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	ほけんだより
	１０月号
	　 朝、晩はだいぶ涼しく感じられ、秋めいた日が増えてきました。「読書の秋」「スポーツの秋」「芸術の秋」と何をするにも快適な季節です。いろいろなことにチャレンジしてみましょう。本校では、インフルエンザA型の流行もなく落ち着いていますが、引き続き手洗いをしていきましょう。

	10月の保健目標
	目を大切にしよう！
	　　　　１０月１０日は「目の愛護デー」　　　　　　　　　　　　
	　１０月１０日は、１０を横にすると目と眉毛の形に見えることにちなんで目の愛護デーと言われています。愛護とは、大切にするといった意味です。みなさんは目に優しい生活を送っていますか？目は、みなんさんの勉強や運動のために欠かせません。それは黒板の文字を見て学習内容を理解したりボールを見て追いかけたりなど、私たちの脳は五感で得られる情報の中でも約９０%を目からの情報を頼りに活動しているからです。そんな働き者の目のことをよく知り、デジタル機器を使う時間を短くする！夜はしっかりと早めに寝る！などして目を休ませてあげることで、自分の目を大切にしていきましょう！

	　　　　１０月１５日は「世界手洗いの日」　　　　　　　　　　　
	　ユニセフなどのグループにより「手をきれいにして、みんなの命や健康を守ろう」という目的で２００８年に制定されました。
	　インフルエンザなどの感染症の流行が始まる季節です。正しい手洗いをして、感染症を予防しましょう。
	　９月の発育測定では、３・４年生を対象に「けがの予防とけがの手当て」について話を行いました。本校では、１学期に「打撲」によるけがが１番多く、頭を打つけがもありました。そこで今回は、みなさんの頭の中にある「脳」について考えてみましょう。脳は、実は柔らかくてデリケート。まるで”トウフ”のようなものです。大切な脳を守るためには、どうしたらよいでしょうか。

	頭をけがしたときは・・



	脳のしくみ
	脳のはたらき
	大脳皮質
	大脳
	小脳
	からだの中の”トウフ”の話　　　　　　　　　



